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１． 基本的な考え方  

 

（１）総合戦略策定の趣旨 

我が国においては、今日の急速な少子高齢化の進展と人口の減少により、社会経済に様々な問題が

生じています。地方においても、このような状況に的確に対応し、それぞれの地域で住みよい環境を

確保して将来にわたって活力ある地域社会を維持していくことが喫緊の課題となっています。 

 

このような中、国においては、平成 26 年 11 月にまち・ひと・しごと創生法を制定し、同年 12

月に人口の現状と将来展望を提示する「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と今後 5 か年の目標

や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を閣議決定して

おり、「人口減少と地域経済縮小の克服」及び「まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立」を目指

した取組みを推進していくこととしています。 

「まち・ひと・しごと創生」とは、国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心

して営むことができる地域社会を形成すること、地域社会を担う個性豊かで多様な人材について確保

を図ること及び地域における魅力ある多様な就業の機会を創出することの一体的な推進を図ること

です。 

 

本市においても、平成 26 年 12 月に、「まち・ひと・しごと創生」の取組みを着実に進めていく

ための具体策として「八代市 まち・ひと・しごとプラン」を策定し、定住化の促進につながる様々

な取組みを展開しています。 

 

本総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法第 10条の規定に基づき、国・県の人口ビジョン及び総

合戦略を勘案し、本市の「まち・ひと・しごと創生」に関する施策についての基本的な計画として策

定するものです。また、策定にあたっては、「八代市 まち・ひと・しごとプラン」と本市運営の基

本政策である市長八策を基礎とし、本市における人口の現状と将来展望を提示する「八代市人口ビジ

ョン」を踏まえたものとします。 

 

（２）計画期間 

平成 2７（2015）年度から平成 31（2019）年度までとする。 

 

（３）総合計画との関係 

本市では、平成 20 年 3 月に、市政において最も上位に位置づけられる総合的な計画として、「八

代市総合計画（2008－2017）」を策定し、現在、平成 25 年度から 29 年度までの 5 か年の具体

的な施策を体系的に組立てた「後期基本計画」に基づき計画的な行政運営を進めております。 

本総合戦略では、総合計画に掲げる施策のうち、総合戦略の目的である、「人口減少克服」・「地方

創生」に資する施策を積極的に推進するともに、新たな施策を盛り込みながら、戦略的に人口減少克

服・地方創生に取組むことを目指します。 
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２．人口減少への現状認識 

 

（１）人口の現状 

  本市の人口は、昭和 30 年をピークに人口が減少し、昭和 50～55 年にかけて一度増加に転じま

したが、その後継続的に人口が減少し、平成 22年には 132,266 人（昭和 55 年比 0.88）となっ

ています。また、平成6 年ごろには、老年人口が年少人口を上回り、少子化、高齢化の進展とともに、

人口の減少に伴う生産年齢人口の減少が続いています。 

 

  本市の合計特殊出生率は、全国平均に比して高い水準にあるものの、出生数自体は減少傾向にあり

ます。また、死者数が出生数を上回る自然減の状態が続いており、年々拡大傾向にあります。 

 

社会動態は、転出者が平成 14 年をピークに減少傾向にありましたが、平成 22 年以降再び増加傾

向となり、特に、15～24 歳の若者世代の転出が多くなっています。また、地域別では熊本市や福岡

県への転出が顕著となっています。転入者は、農業の担い手などとして外国人の転入者が増加してい

ることもあり、近年は転出入数が概ね均衡している状況です。 

 

（２）人口の変化が将来に与える影響 

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）によると、本市の人口は、2040 年には 93,100 人、

さらに 2060 年には 67,600 人と、現状から半減すると予測されています。 

高齢化を伴う人口減少は、労働力人口の減少や消費市場の縮小を引き起こし、地域経済の規模を縮

小させるだけでなく、社会生活サービスの低下による地域の居住魅力の低下を招き、さらなる人口流

出を引き起こすといった悪循環に陥ることが懸念されます。このような悪循環に陥ることがないよう、

人口減少に歯止めをかけ、持続的で安定的な市政運営を実現する必要があります。 

 

（３）人口の将来展望 

「八代市人口ビジョン」においては、2040 年に102,300 人、2060年に 86,900 人との人口

の将来展望を示しました。 

これは、合計特殊出生率が、2030年までに市民の希望出生率 2.00に、2040 年までに人口置換

水準 2.07に上昇しその後 2.07 で推移し、且つ若い世代の定住やUターンの希望が実現し、人口の

流出に歯止めをかかると仮定した場合の将来展望です。 

 

人口の流出抑制や合計特殊出生率の向上を目指す取り組みは、個人の意向や社会情勢などが大きく

影響するものであること、またすでに少子高齢化が進展し、人口減少段階に突入している本市におい

ては、それらの取組みの効果があらわれるには長期間を要するという認識と危機感を持ち、人口減少

克服と地方創生の取組みを推進する必要があります。 
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３．総合戦略の推進 

 

（１）基本目標の設定 

本総合戦略においては、「八代市人口ビジョン」による人口の現状分析や市民の意識・希望を踏ま

え、「まち・ひと・しごと創生」がめざす、『しごと』が『ひと』を呼び、『ひと』が『しごと』を

呼び込む好循環を確立するとともに、その好循環を支える『まち』に活力を取り戻すために、次の４

つの基本目標を設定します。 

また、基本目標ごとに数値目標を設定するものとします。 

基本目標 

１ 魅力ある産業と雇用を創出し、活力に満ちた“やつしろ” 

２ 人をひきつけ、人が集う、活気ある“やつしろ” 

３ 誰もが希望をもって暮らせる“やつしろ” 

４ “やつしろ”の発展を支えるまちづくり 

 
（２）具体的な施策の検討・実施 

  基本目標の実現に向けて取組む具体的な施策については、国が示す「まち・ひと・しごと創生に向

けた政策５原則（自立性・将来性・地域性・直接性・結果重視）」の趣旨を踏まえるとともに、世界

につながる県南地域の拠点都市（熊本の副都心）として、また人口減少に対応した持続可能なまちづ

くりを推進するために、次の基本的方向のもとに施策を検討・実施します。 

  また、施策ごとの進捗状況を検証するための指標として、重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定しま

す。 

  基本的方向 

⇒ 県南地域の経済浮揚を牽引する 

⇒ 世界とつながる熊本の副都心づくり 

⇒ 暮らしの希望を実現する 

⇒ 未来に向けたまちづくり 

 

（３）効果検証の実施等 

本総合戦略の取組みを推進するにあたっては、産官学金労言（産業界・行政機関・教育機関・金融

機関・労働団体・メディア）などの外部有識者等で構成する「やつしろ・まち・ひと・しごと対策推

進会議」と広く課題等の認識の共有を図りながら、将来への取組みを協働して推進します。 

また、計画（Plan）・実行（Do）・評価（Check）・改善（Action）の PDCA サイクルを踏まえた

成果重視の運営を行い、実施した施策・事業については、「やつしろ・まち・ひと・しごと対策推進

会議」と協働で効果検証を行うとともに、検証結果を踏まえた施策の見直しや総合戦略の改訂を行う

ものとします。 



4 

 

基本目標１ 魅力ある産業と雇用を創出し、活力に満ちた“やつしろ” 

 

■数値目標 

数値目標 現状 目標（H31） 

従業者数 
49,768 人 

（Ｈ24） 

48,544 人 

（Ｈ27 推計値を維持） 

製造品出荷額等 
2,292 億円 

（Ｈ25） 
2,580 億円 

農業者総所得額 
50 億円 

（H26） 
56 億円  

 

■講ずべき施策の基本的方向   

 産業の振興や雇用の確保は、持続的な地域社会の維持・活性化の基礎となるものです。本市の地域性

や多様な地域資源を生かし、時代にあった新しい産業の創出や企業誘致を図るとともに、産業を支える

ひと・もの・技術などへの多面的な支援を行うことにより、魅力ある産業と雇用を創出し、活力に満ち

た“やつしろ”創りを行います。 

 

 

 

    ≪施策体系≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）国際貿易港「八代港」の振興

魅
力
あ
る
産
業
と
雇
用
を
創
出
し

、

活
力
に
満
ち
た
“
や
つ
し
ろ
”

（１）稼げる農林水産業の実現

（２）フードバレーやつしろ基本戦略構想の推進

（１）成長産業化への多面的な支援の展開

（２）「人材」の確保・育成・支援

（３）基幹産業の支援・強化

１．多様な地域資源を生かす

２．多彩な地域産業を支える

３．県南の拠点性向上
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■具体的な施策と重要業績評価指標（KPI） 

 

１．多様な地域資源を生かす  

 

（１）稼げる農林水産業の実現   

農林水産物の「安心・安全」、「高品質」、「安定生産」に向けて、担い手の確保とともに地域の特

性を生かした生産体制の確立や低コストへの取組みを支援し、稼げる農林水産業の実現に力をいれ

ます。また、豊富な森林資源を木材需要に応じて供給するシステムの構築と利用促進への取組み、

漁場環境保全や水産資源の回復・増大への取組みを進めるなど、生産環境の改善や品質向上等の生

産振興を総合的に支援・促進します。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① いぐさ作付面積   601 ha 

（H26） 

６３０ha 

（Ｈ31） 

② 素材生産量     6.7 万㎥ 

（H25） 

10 万㎥ 

（Ｈ31） 

③ 漁獲量     301 トン 

（H25） 

330 トン 

（Ｈ31） 

④ 木の駅プロジェクト取扱量  1,000 トン 

（Ｈ27） 

1,200 トン  

（Ｈ31） 

 

（２）フードバレーやつしろ基本戦略構想の推進  

「食」に関するあらゆる産業が活性化した県南フードバレー構想の一翼を担う「フードバレーや

つしろ」を目指し、6次産業化の推進等による新商品開発や高付加価値化、国内外での農林水産物

のプロモーション活動や食品の輸出拡大による流通促進など、本市の豊富な農林水産物を活かした

「食」に関連する幅広い取組みを展開するために、食品関連産業や研究開発施設の集積を図ります。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① ６次産業化・農商工連携による新商品開発数 5 商品 

（H26） 

10 商品 

（Ｈ31） 

② 海外における農林水産物販売額 1,400 万円 

（H26） 

3,000 万円 

（Ｈ31） 

③ 八代港を利用した農林水産物の輸出コンテ

ナ数 

3TEU 

（H26） 

10TEU 

（Ｈ31） 

④ 食品関連企業への設備投資支援件数 ‐ 

（新規事業） 

15 件 

（Ｈ31） 
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２．多彩な地域産業を支える  

 

（１）成長産業化への多面的な支援の展開   

自社技術や製品の販路開拓・拡大の支援や事業資金の融資等による中小企業の競争力強化、中小

企業等が実施する新技術・新製品等の研究開発事業への支援などにより、独自の優れた技術・製品

をもつ企業の育成を支援します。また、企業と地域の教育機関との研究・開発についての連携を支

援していきます。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 販路拡大等に向けた展示会等への出展支援件

数 

‐ 

（新規事業） 

１０件 

（Ｈ31） 

② 新技術・新製品研究開発支援件数 ５件 

（Ｈ26） 

25 件 

（Ｈ27-31） 

 

（２）「人材」の確保・育成・支援  

産業振興はその担い手となる人材の確保が基礎となります。農林水産業については、新規就業に

係る知識・技能の習得支援や就業給付金等の活用により、担い手の確保を図ります。製造業をはじ

めとする第 2 次産業や商業・サービス業等の第３次産業については、地域人材のマッチングを展開

するとともに、スキルアップ等の支援により人材育成を図ります。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 農林水産業の新規就業者数  32 人 

（過去 5 年間平均値） 

40 人 

（Ｈ31） 

② 人・農地プランにおける中心経営体数   842 経営体 

（H26） 

1,000 経営体 

（Ｈ31） 

③ 林業関係認定事業体数  10 件 

（H27） 

11 件 

（Ｈ31） 

④ 地域人材マッチング事業で就業した人数 ‐ 

（新規事業） 

２４人 

（Ｈ31） 

⑤ 経営者人材育成セミナー受講者数 ‐ 

（新規事業） 

２０人 

（Ｈ31） 

⑥ インターンシップの受入れ企業数 ‐ 

（新規事業） 

２０社 

（Ｈ31） 
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（３）基幹産業の支援・強化   

本市の製造業は、古くから大規模工場や事業所が立地しており、地場の中小企業振興の一翼を担

い、共に発展してきました。今後、安定的な生産確保をするとともに、生産性の向上など、時代に

あった産業活動を促進する観点から、大規模事業所の維持拡大及び地場の中小企業を支援するとと

もに企業誘致を推進します。 

また、安定的な生産活動を確保するため、農業分野においては経営規模の拡大や担い手への農地

集積を進めることにより、生産性の向上を図るなど、時代にあった産業活動を推進するため、産業

基盤の強化・充実を促進します。 

さらに、基幹産業の強化のため、研究施設等の政府関係機関の移転誘致にも取組んでいきます。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 企業立地件数（熊本県と立地協定を締結した

件数） 

7 件 

（過去 5 年間実績） 

10 件 

（Ｈ27-31） 

② 新増設に対する支援件数 15 件 

（過去 5 年間実績） 

15 件 

（Ｈ27-31） 

③  担い手農家への農地集積率 67.8％ 

（H26） 

80％ 

（Ｈ31） 

 

 

３．県南の拠点性向上 

 

（１）国際貿易港「八代港」の振興 

八代港は重要港湾の指定を受けた県下最大の港湾で、南九州の物流拠点としての役割を果たして

います。船舶の大型化や貨物取扱量の拡大などに対応した港湾機能の強化や海外航路の新規開拓、

企業等への支援などをはじめとするポートセールスの展開により、八代港の利用促進を図ります。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 八代港のコンテナ取扱量 18,000TEU 

（H26） 

28,000ＴＥＵ 

（Ｈ31） 

② 企業訪問件数（ポートセールス） 583 件 

（H26） 

2,500 件 

（Ｈ27-31） 

③ 荷役設備等導入支援件数 ‐ 

（新規事業） 

2 件 

（Ｈ31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

基本目標２ 人をひきつけ、人が集う、活気ある“やつしろ” 

 

■数値目標 

数値目標 現状 目標（H31） 

観光入込客数 
238 万人 

（Ｈ26） 
260 万人 

観光消費額 
119 億円 

（Ｈ26） 
130 億円 

社会増減数（Ｈ27-Ｈ31 の累計） 
▲1,199 人 

（社人研推計値） 

▲1,020 人 

（実績値） 

 

■講ずべき施策の基本的方向 

 歴史・文化・伝統が息づく多様な地域資源を活かした取組みや、クルーズ客船をはじめとする海外か

らの観光客の受入環境を整備し、市内への誘客を促進します。また、移住希望者が「移り住みたい」と

思うまちづくり、若者世代が「住み続けたい」と思うまちづくりを展開することにより、本市への新た

なひとの流れを生み出し、活気ある“やつしろ”創りを行います。 

 

 

 

    ≪施策体系≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．移り住みたい、住み続けたいまちづくり

（３）スポーツツーリズムの推進

人
を
ひ
き
つ
け

、
人
が
集
う

、

活
気
あ
る
“
や
つ
し
ろ
”

１．交流人口の拡大

（１）地域資源を生かした交流拡大の推進

（２）世界に打ち出す観光業の展開

（１）移住・定住の推進

（２）中心市街地のにぎわい創出
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■具体的な施策と重要業績評価指標（KPI） 

 

１．交流人口の拡大 

 

（１）地域資源を活かした交流拡大の推進  

本市には、平家落人伝説が残る秘境五家荘や開湯 600 年の歴史を誇る日奈久温泉、やつしろ全

国花火競技大会、妙見祭や松浜軒、伝統芸能などの文化財、農林水産業や自然環境を生かした体験

型のプログラムなどの多様な観光資源があります。これらの魅力向上や新たな観光資源の掘り起こ

し、来訪者の受入環境の整備や受入れ組織の強化、特産品等の地域資源を活かしたブランディング

等により、ヒトやモノの交流拡大を図ります。 

 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①新規開発する体験・交流プログラム数 

  

‐ ３０ 

（Ｈ27-31） 

②八代全国花火競技大会観覧者数 

 

300,000 人 

（Ｈ26） 

330,000 人 

（Ｈ31） 

 

（２）世界に打ち出す観光業の展開  

   八代港におけるクルーズ需要を取り込み、インバウンドの拡大を図るため、クルーズ船の寄

港促進に向けた取組みや八代妙見祭のユネスコ無形文化遺産登録も視野に入れた外国人観光客

の受入れ環境の整備や受入れ組織の強化等により新たな交流人口の拡大を図ります。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① クルーズ船の来航数 ３回 

（Ｈ26） 

4２回 

（Ｈ27-31） 

② 無料公衆無線 LAN 設置箇所数 

 

‐ 

（新規事業） 

30 箇所 

（Ｈ31） 

③ クルーズ船等により観光や買物等を目的に市

内へ来訪した外国人数 

2,500 人  

（Ｈ26） 

7,500 人 

（Ｈ31） 

 

 

（３）スポーツツーリズムの推進   

  スポーツ環境の整備やスポーツ大会等を誘致・開催し、更に、滞在型・参加型スポーツイベ

ント等に関わる旅行や周辺観光など、スポーツと観光を融合させることで、新たな価値や感動

を提供し、交流人口の拡大や地域経済の活性化を図る。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 全国規模のスポーツ大会等の来場者数 4,500 人 

（H26） 

２5,０00 人 

（H31） 

② 全国規模のスポーツ大会等の開催・誘致件数 

 

1 件 

（H26） 

３件 

（H31） 
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２．移り住みたい、住み続けたいまちづくり 

 

（１）移住・定住の推進   

   本市への移住や定住の希望を実現するため、本市の魅力発信やきめ細やかな情報提供、移住者の

受入れや支援体制の整備等を行い、誰もが安心して住み続けられるまちづくりを推進します。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①空家バンク登録数 ‐ 

（新規事業） 

40 件 

（Ｈ31） 

②移住・定住の支援組織数 

 

‐ 

（新規事業） 

1 以上 

（Ｈ31） 

③「やつしろの風」登録会員数 

 

1,100 人 

（H26） 

5,000 人 

（Ｈ31） 

④ホームページアクセス数 489,867 件 

（Ｈ26） 

520,000 件 

（Ｈ31） 

 

（２）中心市街地のにぎわい創出   

商店街は、魅力ある中心市街地の形成にとっても重要な資源です。空き店舗の活用や新規出店者

への補助など、商店街の活性化に向けて取組みを強化し、県南の中心都市として交流人口の拡大

を図ります。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①中心商店街の通行量 8,789 人 

（H26） 

9,000 人 

（Ｈ31） 

②中心商店街の新規出店数（空店舗の改善） 4 件 

（H26） 

１５件 

（Ｈ27-31） 
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基本目標３ 誰もが希望をもって暮らせる“やつしろ” 

 

■数値目標 

数値目標 現状 目標（H31） 

希望出生率 
2.00 

（Ｈ27） 
2.07 

65 歳以上人口に占める要介護３以上の割合 
7.21% 

（H27） 
7.20％以下 

 

■講ずべき施策の基本的方向   

結婚・妊娠・出産への切れ目のない支援の展開と、子育てに対するストレスを軽減するための多様な

取組や学びの環境の充実を図ることにより、子育て世帯に選ばれるまちづくりを行います。 

また、まちづくりは、地域を支える人づくりであることから、学校と家庭と地域社会が連携して郷土

を拓く人を育むまちづくりを行うとともに、子ども、女性、障がいのある方を含め、あらゆる人々が生

涯を通じていきいきと社会で活躍し、誰もが希望をもって暮らせる“やつしろ”創りを行います。 

 

 

 

    ≪施策体系≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．結婚・出産・子育ての希望をかなえる誰
も
が
希
望
を
も

っ
て
暮
ら
せ
る

“
や
つ
し
ろ
”

（１）結婚・出産・子育てへの支援の展開

（２）働きながら子育てしやすいまちづくり

２．健やかな暮らしの実現

（１）健やかで安心な暮らしの確保

（２）学び・教育の充実

（３）女性の社会参画の支援
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■具体的な施策と重要業績評価指標（KPI） 

 

１．結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 

（１）結婚・出産・子育てへの支援の展開   

妊娠、出産、子育て中の人や、子どもの発達に不安をもつ家族などが、不安感や孤立感、負担感

を抱えて生活することがないよう、精神的負担や経済的負担を軽減する取組みを実施し、安心して

子どもを産み育てることができるよう支援を行います。 

また、結婚の希望実現を図るための取組みを推進します。 

 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 妊娠届出数 

 

1,020 人 

（H26） 

1,087 人 

（H31） 

② 乳児全戸訪問指導実施率 

 

98.1% 

（H26） 

100％ 

（H29） 

③ 地域子育て支援センター・つどいの広場利用者数

（延数） 

4,661 人/月 

（H26） 

4,703 人/月 

（Ｈ31） 

④ 第三子以降保育料無料化の対象者数（累計） 

 

853 人 

（H27） 

4,265 人 

（Ｈ27-31） 

⑤ 障がい児通所支援事業の利用者数 

 

427 人 

（H26） 

471 人 

（Ｈ29） 

⑥ 婚活イベントへの参加者数累計 

 

‐ 

（新規事業） 

500 人 

（Ｈ31） 

 

（２）働きながら子育てしやすいまちづくり    

共働き世帯の増加や働き方の多様化に対応するため、保護者のニーズに応じた各種保育サービス

等の提供を行い、仕事を持ちながら安心して子育てできる環境の整備を図ります。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①放課後児童クラブ数（箇所） 

 

34 箇所 

（H27） 

４３箇所 

（Ｈ31） 

②保育所・認定こども園・地域型保育の保育定員数 

 

4,439 人 

（H27） 

4,480 人 

（Ｈ31） 

③日中一時支援事業（日中短期入所）利用者数 

 

17 人/月 

（H26） 

31 人/月 

（Ｈ29） 

④日中一時支援事業（障がい児タイムケア）利用者数 

 

76 人/月 

（H26） 

116 人/月 

（Ｈ29） 

 

 

 

 

 



13 

 

２．健やかな暮らしの実現 

 

（１）健やかで安心な暮らしの確保    

市民が生涯にわたり、健康で、いきいきとした生活が送れる健康長寿社会の実現を目指して、生

活習慣病の発症予防や重症化予防のための健診や保健指導等の充実を図ります。 

また、高齢になって病気や介護が必要となっても、住み慣れた地域で安心して暮らしていくこと

ができるよう「地域包括ケアシステム」の構築を図ります。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①特定健診受診率 

 

32.5% 

（H25） 

向上 

（H31） 

②各種がん検診受診率 

 

19.3% 

（H25） 

向上 

（H31） 

③地域包括ケアシステムについての認知度 

 
調査中 

向上 

（H30） 

 

（２）学び・教育の充実   

子どもが等しく安心して教育を受けられるように、経済的支援の充実を図り、子どもの就学及び

学習機会の均等を確保します。また、学校、家庭、地域社会の連携により、子どもの知・徳・体の

向上や地域における教育力の向上を目指します。さらに、郷土のよさを生かした教育活動を展開し、

郷土に誇りを持ち、郷土を愛する心を育むための教育環境を整えます。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 「学校に行くのは楽しい」と思う小学６年生

の割合 

51％ 

（H26） 

56％ 

（Ｈ31） 

② 「地域のことが好きだ」と思う中学１年生の

割合 

49％ 

（H26） 

54％ 

（Ｈ31） 

③ 家庭教育学級参加者数 

 

14,733 人 

（H26） 

15,000 人 

（Ｈ31） 

 

（３）女性の社会参画の支援   

男女共同参画を推進し、女性の社会参画を支援する仕組みづくりなどを通じて、女性が活躍でき

る社会の実現を目指します。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 審議会等における女性委員の割合 

 

32.2% 

（H26） 

40％ 

（H29） 

②「男は仕事、女は家庭」というような、性別で役

割を固定する考え方に賛同しない人の割合」 

62.6％ 

（H24） 

75％ 

（H29） 
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基本目標４ “やつしろ”の発展を支えるまちづくり 

 

■数値目標 

数値目標 現状 目標（H31） 

住みやすいと評価する人の割合 
70.8％ 

（Ｈ27） 
75.0％ 

 

■講ずべき施策の基本的方向 

豊かな地域資源を生かし、地域の特性や状況に応じた特色ある地域づくりを推進します。また、安心・

安全・快適に暮らし続けることができる生活基盤の整備や災害に強い地域社会を形成するとともに、地

域間の連携の取組みを強化し、市民の暮らしや営みを支える持続可能な“やつしろ”創りを行います。 

 

 

 

≪施策体系≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域間連携の推進

（５）行政の効率化

“
や
つ
し
ろ
”
の
発
展
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

１．誇れるふるさとづくり

（１）特色ある地域づくり

２．暮らしの拠点づくり

（１）「生活基盤」の整備

（２）災害に強いまちづくり

（３）持続可能な公共交通体系の構築
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■具体的な施策と重要業績評価指標（KPI） 

 

１．誇れるふるさとづくり 

 

（１）特色ある地域づくり  

各地域の多種多様な課題の克服や活力ある地域社会形成のため、地域活動への支援やコミュニテ

ィセンターの設置・整備等を進め、市民と行政が協働で行う住民自治によるまちづくりを推進しま

す。 

また、本市には、松浜軒や水島、八代城跡群をはじめとする名勝や史跡、妙見祭や久連子古代踊

りに代表される民俗文化財、干拓樋門や石橋など、多くの有形無形の文化遺産があります。これら

の歴史・文化・伝統の保存継承や、豊かな地域資源を生かした特色ある地域づくり活動を推進しま

す。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① コミュニティビジネス実施地域数 

  

1 地域 

（H26） 

10 地域 

（H31） 

② 国指定文化財件数 

 

11 件 

（H26） 

12 件 

（Ｈ31） 
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２．暮らしの拠点づくり 

 

（１）「生活基盤」の整備   

市民の安心・安全・快適な住環境の充実を図るため、交通環境の形成と再生可能エネルギーの普

及拡大やＩＣＴ基盤をはじめとする生活基盤の整備・強化を推進します。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①超高速通信網の整備促進 

 

１地区 

（Ｈ27） 

６地区 

（Ｈ31） 

②市道の改良率 

  

50.9％ 

（H26） 

53％ 

（Ｈ31） 

③都市計画道路の整備率 79.5％ 

（H26） 

80％ 

（Ｈ31） 

④バリアフリー化率（道路） 52.3％ 

（H26） 

60％ 

（Ｈ31） 

⑤バリアフリー化率（公園） 34.6％ 

（H26） 

40％ 

（Ｈ31） 

⑥汚水処理人口普及率 63.4％ 

（H26） 

73.6％ 

（Ｈ31） 

⑦住宅用太陽光発電システムの普及率 5.4% 

（H23） 

13.0％ 

（H31） 

⑧市有施設への太陽光発電設備導入数 

 

11 箇所 

（H26） 

15 箇所 

（Ｈ31） 

⑨ケーブルテレビインターネット利用者数 984 件 

（Ｈ27） 

1,470 件 

（Ｈ31） 

⑩ケーブルテレビ光ケーブル普及率 

  

0％ 

（Ｈ27） 

100％ 

（Ｈ31） 
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（２）災害に強いまちづくり  

   地震や集中豪雨などの自然災害に対しては、市民の主体的行動（自助・共助）が人命を守り、被

害の抑止・減少させるために重要となります。地域における防災体制を強化するため、地域防災力

の向上と災害に強い社会基盤整備等を行い、災害に強いまちづくりを行います。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①自然災害対策事業 

 ※5 か年の事業完了路線数 

- ２路線 

（Ｈ27-Ｈ31） 

②砂防事業・急傾斜地対策事業等の促進（県事業） 

 ※5 か年の事業完了箇所数 

- ４箇所 

（Ｈ27-Ｈ31） 

③自主防災組織結成率 80.2％ 

（Ｈ27） 

90％ 

（Ｈ31） 

④消防団員の充足率 

  

96％ 

（Ｈ27） 

96％維持 

（Ｈ31） 

⑤防災情報システムの再構築 

  

0％ 

（Ｈ27） 

100％ 

（Ｈ31） 

 

（３）持続可能な公共交通体系の構築   

   身近な近隣拠点等までの移動手段が確保され、地域で生活し続けられる環境が維持される一方で、

多様で高度な機能が集積する中心拠点などと相互に円滑なアクセスが確保される公共交通体系の

構築を推進します。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①公共交通不便地域の居住人口割合 19.3％ 

（Ｈ26） 

15.0％ 

（Ｈ31） 

②市街地循環バス利用者数 28.4 万人  

（Ｈ26） 

37.0 万人 

（Ｈ31） 

 

（４）地域間連携の推進 

本市は、すでに周辺自治体と一体的な経済・生活圏を形成しています。今後、人口が減少しても、

自治体間の役割分担と連携により、圏域に必要な都市機能及び生活機能を確保し、住民が安心して

暮らせるように、定住自立圏形成等の連携による取組みを強化していきます。 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

① 定住自立圏共生ビジョンに基づく具体的取組数 

  

0 件 

（H26） 

40 件 

（Ｈ31） 
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（５）行政の効率化   

公共施設の更新や統廃合、長寿命化を図るため、公共施設等総合管理計画などに基づいた公共施

設の的確なマネジメントや、メンテナンスサイクルの構築と着実な実行を推進します。また、マイ

ナンバー制度の活用なども含め行政の効率化を図り、持続可能な行政運営を行います。 

   重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状 目標 

①橋梁長寿命化修繕事業による修繕個所数 9 橋 

（Ｈ26） 

40 橋 

（Ｈ31） 

②公園施設長寿命化計画による更新施設数（遊戯施

設） 

10 施設 

（Ｈ26） 

50 施設 

（Ｈ31） 

③八代市営住宅長寿命化計画による修繕・改善事業数 

 

20 件 

（Ｈ26） 

70 件 

（Ｈ31） 

 

 


